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01) 老朽危険家屋の「建物所有者」については把握できているが、「土地所有者」を把握で

きていないことを指摘し実現した。 

老朽危険家屋が建っている土地への優遇税制がなくなることを「土地所有者」に伝えれば、老朽危

険家屋の放置が止まりうる。税務部門と協力すればわかるはずと説き、すぐに実現しました！ 

02) 老朽危険家屋対策のひとつの方法として『隣の人が家屋込みで土地を無償取得する制

度』を提案し、前向きに受け止めてもらえた。 

昔から「家や土地を売るときは隣の人にまず相談しろ」というのが不動産売買の常識。解体費用が

かかるが、そこを自治体が一部助成してあげることで塩漬けになった物件が動きやすい、という提案。

条例化はまだですが前向きに答弁をもらったので早期実現に向けてもう一押しします！ 

03) 空き家を賃貸する上で、貸し主が補修をしないまま借り主と賃貸契約（自由に手を加

えることができる条文つき）をする『DIY賃貸』という手法を提案し実現できた。 

主なメリット…①貸主は住んでもらえるかわからない物件に改修費用を出す必要がないので助か

る②そのぶん家賃を安くできる③借主は自分好みの改修を行える④手を入れることにより長く住ん

でもらえる⑤退去しても次の人が住める状態になっていることが期待できる、等。 

平戸の空き家対策の一助となったと自負しています！ 

04) 空き家活用の専門家の力を借りるべきだという提案を行い、受け入れてもらえた。 

所有者から無償で空き家を借り受け、住めるような状態まで修繕を行い、観光客や移住希望者など

にゲストハウスとして有料で提供し、最終的には、物件の売買まで想定した事業事例を紹介した。⇒

平戸市は令和 3 年度より専門家（古民家再生協会長崎）と連携協定を結び古民家活用に力を入れるこ

とになりました！今後の進展に期待したいところです！ 

 


